
こ
の
内
、
湯
浅
方
面
か
ら
高
野
山
へ
至
る
参
詣
道
は
、
湯
浅

町
境
か
ら
県
道
吉
原
湯
浅
線
沿
い
に
東
へ
進
み
、
町
道
と
の
交

差
点
を
左
に
分
岐
し
、
土
生
方
面
へ
と
坂
道
を
登
り
ま
す
が
、

か
つ
て
の
古
道
沿
い
に
建
て
ら
れ
て
い
た
道
標
が
、
道
路
拡
幅

に
伴
い
現
在
地
へ
と
移
さ
れ
、
お
祀
り
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

道
標
は
、
小
字
名
か
ら
「
出
合
の
地
蔵
さ
ん
」
と
呼
ば
れ
、
高

さ
七
十
セ
ン
チ
ほ
ど
の
自
然
石
の
中
央
に
、
地
蔵
尊
が
浮
き
彫

り
に
さ
れ
て
い
ま
す
。
表
面
に
は
「
右
む
ら
な
か
道
、
左
い
せ

か
（
こ
）
う
や
道　

利
右
衛
門
」
と
あ
り
、
裏
面
に
は
宝
暦
三

年
（
一
七
五
三
）
九
月
と
い
う
建
立
年
代
が
彫
ら
れ
て
お
り
、

こ
の
道
が
か
つ
て
の
伊
勢
・
高
野
山
参
詣
道
の
一
つ
で
あ
っ
た

こ
と
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

車
で
移
動
す
る
こ
と
が
多
い
現
代
社
会
で
は
、
道
標
な
ど
も

気
付
き
に
く
い
存
在
で
す
が
、お
近
く
に
お
立
ち
寄
り
の
際
は
、

見
学
し
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

今
年
は
、
高
野
山
が
開
創
さ
れ
て
一
二
〇
〇
年
に
あ
た
り
ま
す
。

弘
仁
七
年
（
八
一
六
）
嵯
峨
天
皇
か
ら
高
野
山
の
地
を
与
え
ら
れ
た

空
海
は
、密
教
の
修
行
道
場
と
し
て
金
剛
峯
寺
を
建
て
始
め
ま
し
た
。

そ
の
後
、
弘
法
大
師
信
仰
の
聖
地
と
し
て
、
ま
た
浄
土
信
仰
と
も
合

い
ま
っ
て
多
く
の
信
仰
を
集
め
、
千
年
以
上
も
前
か
ら
現
在
に
至
る

ま
で
幾
多
の
人
々
が
参
詣
に
訪
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
平
成
一
六
年

に
は
熊
野
三
山
や
吉
野
山
、
大
峯
山
な
ど
と
と
も
に
「
紀
伊
山
地
の

霊
場
と
参
詣
道
」
と
し
て
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
、
人
類
共
通
の
文

化
遺
産
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
、
十
年
を
迎
え
ま
し
た
。

高
野
山
へ
と
登
る
主
要
な
参
詣
道
は
、高
野
七
口
と
も
呼
ば
れ
、

慈
尊
院
（
九
度
山
町
）
か
ら
高
野
山
上
ま
で
一
町
、
一
里
ご
と
に

標
識
と
な
る
町
石
が
立
つ
「
町
石
道
」
が
最
も
主
要
な
参
詣
道
と

し
て
有
名
で
す
が
、
こ
れ
に
対
し
て
有
田
地
方
か
ら
高
野
山
へ
至

る
参
詣
道
も
古
来
よ
り
存
在
し
、「
裏
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
て
い

ま
す
。
有
田
川
町
内
に
も
参
詣
道
が
存
在
し
、
そ
の
多
く
は
現
在

の
生
活
道
と
し
て
整
備
拡
幅
さ
れ
、
古
道
の
雰
囲
気
を
留
め
て
い

ま
せ
ん
が
、
路
傍
に
残
さ
れ
た
道
標
や
石
仏
が
当
時
の
面
影
を
今

に
伝
え
て
い
ま
す
。

高
野
参
詣
道
（
一
）
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